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「いるまなびと」とは 

「いるまなびと」は、「いるま」「まなび」「ひと」「ナビ」を合わせた造語です。

個人・団体で活動している市民はもとより、生涯学習活動をしている家族や友

人等を支えている市民も「いるまなびと」であると考えています。 

 現在、市民の会では、地域で仲間と学ぶ市民＝「いるまなびと」として位置

づけ、「いるまなびと」を増やすために「まちの先生リスト」登録や「いるま

なびと」サイトの構築等、様々な展開をしています。 
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はじめに 

入間市生涯学習をすすめる市民の会（市民の会）は、1995 年の設立から数えて、

本年いよいよ 30周年という大きな節目を迎えました。「だれもが、いつでも、どこで

も学び、その成果を地域に活かす」という理念のもと、活動を続けてこられたのは行

政との協働と地域の皆様の支えがあったからこそと深く感謝申し上げます。 

本年度も、少人数ながらも知恵を絞り、活動を展開してまいりました。 

 

•「まちの先生講座」の深化： 14 年目を迎え、26 講座に延べ 437 名の方に参加い

ただきました。受講生からの高い評価が新たなサークル誕生に繋がり、講師の皆様が

地域企業や施設へと活躍の場を広げていることは成果のひとつです。 

 

•発信等の工夫： 「いるまなびとサイト」に 30周年を記念した特設ページ制作で、

いつでも振り返ることが出来るようにしました。そして、市内 10 ヶ所にある「生涯

学習けいじばん」は木製の手作り感あるものなので毎年メンテナンス作業が不可欠で

す。 

 

•新たな挑戦： 「生涯学習フェスティバル」は会場をイルミンへと移し、より身近

で凝縮された交流の場となりました。また、神奈川県大和市「シリウス」や市民活動

センターの視察研修では、次世代の生涯学習の在り方を学ぶ機会になりました。 

 

一方で、2025 年は私たちにとって試練の年でもありました。異常気象による米不

足と価格高騰、クマの被害、そして 40℃を超える記録的な猛暑。生活への不安が募

る日々が続きました。 

こうした先行きの見えない時代だからこそ、人と繋がり、共に学ぶ楽しさを肌で感

じる「場」の存在が、何よりも必要であると強く実感しています。学びは、個人の暮

らしを豊かにするだけでなく、地域を支える力になります。本報告書が皆様の参考に

なれば幸いです。 
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１．活動目標と事業内容 

＜企画・講座部会＞  

＊活動目標 

・生涯学習に関する共通的な仕組みづくり 

＊事業内容 

・「まちの先生講座」を継続運営 

 ・庁内の関連部署及び公民館、地域の団体／企業等との連携推進  

・生涯学習を推進する「学びのしくみづくり」の企画・具現化 

 

＜広報部会＞ 

＊活動目標 

・生涯学習をより身近にする活動（いるまなびと普及） 

＊事業内容 

・生涯学習掲示板の運営／保守 

  ・「学びの場」や情報誌「生涯楽習通信」の発行 

  ・Webサイト（irumanabito.net）やインスタによるネット活用 

  ・いるまなびと登録に連動したメルマガ配信 

  ・市民の会 30周年記念文集の編集 

 

＜生涯学習フェスティバル部会＞ 

＊活動目標 

・市民と行政の協働による生涯学習フェスティバルの事業企画立案、広報実施、

当日運営の推進 

＊事業内容 

・実行委員会への参画と、それを通じた企画ほか運営に関する当会の意見反映 

・より新たな生涯学習フェスティバルとするための具体的提言立案への取組み 

・生涯学習フェスティバル運営やその他に関する主催団体としての方針の立案 

 

＜視察研修部会＞ 

 ＊活動目標 

・生涯学習先進地の視察 

 ＊事業内容 

・入間市の生涯学習事業発展のための先進地視察 
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２．各部会の活動内容とまとめ 

＜企画・講座部会＞ 

部 会 長：関谷 

 

＊活動目標 

『生涯学習に関する共通的な仕組みづくり』 

 

＊事業内容 

・「まちの先生講座」を継続運営 

 ・市の関連部署及び公民館、地域の団体／企業等との連携推進 

 ・生涯学習を推進する「学びのしくみづくり」の企画・具現化 

 

＊活動実績 

14年目を迎えた市民講座「まちの先生講座」の運営 

重点項目： 

・まちの先生講座の継続（10月初～2月末） 

・学びたいことが学べる講座、教えることでつながる講座 

・講座運営のスリム化 

 

【実施概要】 

受 講 生 数：461人（延べ） ※昨年度：584 人（延べ） 

実施講座数：26講座（講師 24人） 

※募集 34講座のうち、8講座が定員未満で開講に至らず 

実施コマ数：総コマ数 66コマ（昨年 60コマ） 

実 施 期 間：10月 18 日～2月 28日（平日 10時～17時の 3区分の時間帯、 

例外で土曜日実施） 

会 場：市民活動センター、公民館･分館 9 か所（扇町屋公民館、久保稲荷分

館、東町公民館、黒須公民館、東金子公民館、金子公民館、宮寺公民

館、二本木分館、藤沢公民館）、入間市博物館（青丘庵）、武蔵豊岡教

会、ジョンソンタウン、アドバンスカラーセラピー本部、オンライン 

ス タ ッ フ：延べ 3 人、市民の会委員、事務局 

 

【受講生の声・まちの先生の声】 

◇受講生の声（抜粋） 

・城に興味があるので毎年楽しみ。資料を見て現地に行きます 

・講座とは別に毎月開催しているという講習にも参加したい 

・無関心であったコケの奥深さと美しさに目が覚めました 

・普段みることのない古代の漢詩の文字と内容が面白かった 
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・お道具等すばらしく心豊かになりました 

・2回講座ではありましたが、良い動機付けになりました 

・初めての英会話で緊張したけど、とても話しやすい雰囲気 

・深い気付きのある内容で、先生の温かい雰囲気も良かった 

・先生の教え方も作ったのもおいしくて満足しました 

・丁寧に資料まで作っていただき、年金の大切さが分かった 

・大人になってからの図画工作楽しい。自由な発想できていい 

・意識していなかった首の骨や骨盤、呼吸法などに目覚めた 

・多少なりとも筋力をつけることができる方法を学びました 

 

◇まちの先生の声（抜粋） 

・今回は歴史を重点に文章中心の資料を作ったが、質問もあり良かったと安堵した 

・公民館の方が非協力的だと感じます 

・講座開始前の準備（機材設置、参加費徴収など）、30分では時間不足だった 

・漢詩は趣味でしたが、このたびの講座で講師デビューできました 

・前日の道具のお願い、準備等、博物館のパートナーズの方にお世話になりました 

・公民館の女性スタッフさんに写真撮影をお願いしたら、きちんと対応してくれた 

・受講者が非常に学習熱心で講師としてはとてもやりがいがありました 

・入間市公式 LINEでも送信いただけるとよいのではと思いました 

・受講者が主体的に関われるか、興味を持ち参加できるか、今後も検討重ねたい 

・プロジェクタで説明したかったが、反射がひどくだめでした 

・一人の積極的な男性に受講生全体がつられてとても一体感ある講座でした 

・周知と曜日設定によりより多くの参加者が期待できるのではないか 

・参加者の皆さんが手伝ってくれて助かりました。 

・どの講座もとてもいいのに知られていない。自治会の回覧を利用できないか 

・5人の参加者だったので、一人一人の様子を確認しながら安全に楽しくできた 

・人間関係が希薄になりがちな昨今、本講座は新たな人間関係を築ける貴重な機会 

・初参加の為、手探りでのスタートでしたが、円滑に好評の内に終了できました 

 

【2012年から 14年間の実績】 

14年間に 325講座を開講し、延べ 5,692名の市民が受講 

 特徴：2019年急増（拡張型開始）、2020年～22年減少はコロナ禍の影響 

    2023年以降コロナ以前の状態に回復 

 

（１） 登録受講生数と延べ受講生数（名） 

    延べ受講生総数 5,692名    登録受講生総数 2,326名 
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（２） 講座数と実施コマ数 

    講座総数   325    実施コマ総数 820 

 

 

 

【まちの先生講座の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲茶道の世界シリーズ⑭正午の茶事神無月の茶 

▲いるまの近代化、現代への道のり、証を訪ねて 

▲恋愛漢詩講座 

▲心と体をほぐすシンプルヨガ 

実施コマ数 

講座数 
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【開講講座 26のテーマ・先生･コマ数】 

分類 講座名 まちの先生 コマ数 

地域 いるまの近代化、現代への道のり、証を訪ねて 岡野 亘 2 

教養 城の見方、歩き方⑦四国地方の城（近代城郭の博物館） 指田 博行 3 

プリザーブドフラワーアレンジレッスン Sweet Rose Garden 1 

コケ植物観察初級講座 福地 朝男 1 

文学 

 

恋愛漢詩講座 宇野 藍子 1 

茶道の世界シリーズ(14) 正午の茶事 神無月の茶 久下 宗光 1 

音楽 楽しいギター入門-懐かしい昭和フォークを弾語り- 渡部 直也 2 

語学 実践、楽しい英会話 宮下 政博 8 

生活 ポジティブノート術で♪決断力＆行動力ＵＰ！ 荒岡 真由美 1 

NISA（少額投資非課税制度）を使ってみよう！ 池田 洋子 3 

傾聴ボランティア養成講座実技編 鈴木 由美子 2 

子どもと心が通い合うコミュニケーション講座 鈴木 由美子 2 

あなたの災害時健康課題 イメージしてみよう 米川 好子 2 

暮らしを変える実践編！50 代からの住まい見直し術 横山 恵伊子 1 

心も軽く！ シニアのための断捨離式終活レッスン 西久保ひでこ 2 

スパイシーなインドカレーをルーを使わずに作ります 矢口 洋子 1 

年金について学びましょう 基礎から最新情報まで 武井 政親 5 

紅葉の風景 山増 智子 1 

健康 気功でお薬に頼らない元気な身体作りをしましょう！ 高木 映子 5 

椅子ヨガで安全安心に体の喜ぶヨガを楽しみましょう 不二山 礼子 1 

筋肉ケアでリンパを流す～太りにくい身体作り基礎講座～ 吉田 澄枝 1 

未経験者大歓迎 ！心と体をほぐすシンプルヨガ リエ 10 

真理の探求 私たちの体はどうして動いているの？ 矢口 洋子 1 

正しい姿勢と歩き方講座 谷 鉄太郎 2 

姿勢教室・一生歩ける身体づくり 小川 悠 1 

心と体を元気に！！～簡単ストレッチとイキイキ体操～ 岩重 千鶴子 6 

 

【まちの先生のつながり】 

 ・講座を提案したまちの先生に向け「まちの先生連絡会」を実施 

 日時：令和 7年 7月 11日（金）午後 6時～7時 05分 ＠イルミン 

 参加人数:まちの先生 21名（市民の会を除く）、市民の会：6名、事務局 2名 

(1)まちの先生講座の説明（市民の会リーフレット、運営マニュアル） 

 (2)日程確認 

 (3)今後の流れ･意見交換 

 ・全ての講座終了後「まちの先生交流会」を実施 

日時：令和 8年 3月 13日（金）午後 5時～6時半 ＠イルミン 

参加人数：16名  

【内訳】まちの先生：10名（市民の会を除く）市民の会：4名 事務局：2名 
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（1）令和 7年度で 14 年目となる「まちの先生講座」実施報告および総括（成果と課

題）、令和 8年度の方針と次年度の具体的な流れを説明。 

（2）長期講座の見直し（10～12月に終了、最大 5回を目途）を提案 

（3)まちの先生の協力を得て、スリムな講座運営を実施 

(4)まちの先生からの質問や意見交換 

 

◎庁内の関連部署及び公民館、地域の団体／企業等との連携推進 

  地区センターの地区センター長会議で「まちの先生講座」開催について協力依頼。 

企業からの「まちの先生」利用の問い合わせあり。R8年度に実施の可能性。 

 

◎生涯学習を推進する「学びのしくみづくり」の企画・具現化 

（1）いるまなびとサイトの運営・充実、いるまなびと登録促進 

  ・メール登録者 309人（昨年より 12人増）、 

郵送登録者 311人（昨年より 6名増）（令和 8年 3月現在） 

・チラシ、まちの先生講座での登録呼びかけ、サイト登録 

（2）まちの先生登録推進 

活動内容：サイト登録、広報いるま（5/1 号）での発信 

【来年度の目標】 

〇「まちの先生講座」15年目、スリムな講座運営の推進 

  ・まちの先生の掘り起こし、活用、参画推進、サポート 

・企業との連携 

・講座の回数･期間をコンパクト化 

〇庁内/地区センターとの連携：理解と協力を依頼 

〇いるまなびとの仕組みの周知･発展（SNS の活用、庁内事業との連携推進） 

〇まちの先生がまちづくりに関わる（市民の会の委員になる）仕組み 

 

＊総 括 

学びを活かす「まちの先生」には、前年同様に年間を通して一定の新規申し込み

があった。「まちの先生リスト」の活用では、公民館や学校のほか、他市や大学か

らの要請があった。さらに企業からの問い合わせも受け、次年度に活用が実現する

可能性がある。「まちの先生講座」は、イルミンスタッフおよび公民館職員の協力

も得て無事に実施できた。市民の会委員が減少するなか、講座当日の運営スタッフ

をまちの先生自身が担う形は問題なく浸透してきた。回数の多い講座（10回等）の

半数が受講生不足で不実施となったことから、来年度は回数･期間を見直す。「まち

の先生同士のつながり」については、引き続き検討要。「いるまなびと」の登録者

数は増加しており、メール希望者の数が郵送希望者数に迫っており、更なる登録者

増とその活用を検討したい。 
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＜広報部会＞ 

部 会 長：渡部 

部会委員：幸森、関谷、山増、吉田、米川 

 

＊活動目標 

・生涯学習をより身近にする活動（いるまなびと普及） 

 

＊事業内容 

・生涯学習掲示板の運営／保守 

  ・「学びの場」や情報誌「生涯楽習通信」の発行 

  ・Webサイト（irumanabito.net）やインスタによるネット活用 

  ・いるまなびと登録に連動したメルマガ配信 

  ・市民の会 30周年記念文集の編集 

 

＊活動実積 

（１）｢いるま学びの場」発行 

｢いるま学びの場」は、市内のサークル・教室一覧を掲載し、市民の生涯学習

のきっかけをサポートするため毎年見直しを行い、発行している冊子（本文 79

頁）です。サークル名・活動内容・活動日・活動場所・連絡先などを掲載してい

ます。市役所、公民館等で配布。今年度分は 2025（令和 7）年 11 月に発行しま

した。 

 

（２）「生涯学習けいじばん」の利用状況および維持管理 

（2-1）利用状況 

生涯学習けいじばんは、市内 10 か所に設置しています。各生涯学習けいじ

ばんの月毎の利用件数および月毎の利用総数については次ページの「けいじば

ん月ごとのデータ」をご覧ください。 

掲示件数は昨年度 523件、今年度 575件（前年比 110％）でした。 

（2-2）保守 

毎年「生涯学習けいじばん」の補修を行っています。本年度は第一次作業と

して 10 月 24 日に全 10 か所の見回り／軽微な現場補修を行い、更に 12 月 18

日に屋根交換などの第二次作業を実施しました。詳しくは下記の表を参照。主

な現場対応を以下に示します： 

◇第一次作業（10/24 実施）＜全 10か所＞ 

 共通作業（枠下部とアクリル窓の埃清掃） 

 屋根赤ペンキ塗装（駅前プラザ、新しきを知る公園、アミーゴ、金子駅前、 

イルミン、児童センター、体育館） 

 扉取っ手ビス抜け補修（富士見公園、アミーゴ、体育館） 
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◇第二次作業（12/18 実施）＜7か所＞ 

 屋根交換 3か所（イルミン、体育館、富士見公園） 

 防水対策 3か所（児童センター(コーキング)、アミーゴ(ｱｸﾘﾙ天板 1か所)、 

駅前プラザ(コーキング)） 

 番号表示 4か所（児童センター、イルミン、駅前プラザ、藤沢中央公園） 

 

設

置

順

場　所 10/24初期状態 10/24第一次作業 12/18第二次作業

1 富士見公園

2002：創設版

2012：更改版

2025：屋根交換

・赤屋根の劣化が進む

・以前修理した枠右下の仮

接続部分の状態良し

・扉取っ手ビス抜け

・枠下部、ｱｸﾘﾙ窓の埃清掃

・扉取っ手ビス抜けの補修

・青屋根へ交換(油性塗料)

2 駅前プラザ

2002：創設版

2012：更改版

2020：屋根交換

・赤屋根ペンキ剝げ

・No.3表示なし

・全体的に状態良し

・屋根赤ペンキ塗装

・枠下部、ｱｸﾘﾙ窓の埃清掃

・No.3表示更新

3 新しきを知る公園

2002：創設版

2012：更改版

・赤屋根ペンキやや剝げ ・屋根赤ペンキ塗装

・枠下部、ｱｸﾘﾙ窓の埃清掃

＜作業なし＞

4 文化創造アトリエ

Amigo

2002：創設版

2012：更改版

・赤屋根ペンキ剝げ/割れ

・扉取っ手ビス抜け

・左支柱の天井ｱｸﾘﾙなし

・屋根赤ペンキ塗装

・枠下部、ｱｸﾘﾙ窓の埃清掃

・扉取っ手ビス抜け補修

・支柱天井には赤ペンキで仮処置

・左支柱の天井保護処置

（コーキング、ｱｸﾘﾙ版設

置）

5 藤沢中央公園

（旧さくら公園）

2002：創設版

2012：更改版

2019：屋根交換

2021：移設

・青屋根、全体状態良し

・正面の最下段板のタッ

カーが外れる

・No.6表示なし

・枠下部、ｱｸﾘﾙ窓の埃清掃

・板のタッカー外れを釘で仮補修

・No.6表示更新

6 金子駅前

2002：創設版

2012：更改版

2018：台風転倒

・赤屋根ペンキ剝げ

・掲示版直下の生い茂る雑

草

・枠下部、ｱｸﾘﾙ窓の埃清掃

・屋根赤ペンキ塗装

・雑草を抜いてゴミ袋に収集

＜作業なし＞

7 入間市博物館

2013：増設版

2022：屋根交換

・青屋根、全体状態良し

・昨年度覆いかぶさってい

た桜の枝は伐採され問題な

し

・枠下部、ｱｸﾘﾙ窓の埃清掃

（特に虫の卵などが多い）

＜作業なし＞

8 イルミン

2013：増設版

2018：台風屋根破損

2025：屋根交換

・赤屋根ペンキ剝げ/割れな

ど劣化が進む

・No.2表示なし

・屋根赤ペンキ塗装

・枠下部、ｱｸﾘﾙ窓の埃清掃

・青屋根へ交換(油性塗料)

・No.2表示更新

9 入間市児童C

2015：追加増設版

2019：屋根交換

2022：土台強化

・赤屋根ペンキ剝げ

・支柱コーキングにヒビあ

り

・No.表示が劣化

・屋根赤ペンキ塗装

・枠下部、ｱｸﾘﾙ窓の埃清掃

・支柱のコーキング追加

・No.表示全部更新<済>

10 入間市体育館

2015：追加増設版

2025：屋根交換

・赤屋根ペンキ剝げ/割れ

・扉取っ手ビス抜け

・レールでビス抜け

・木枠状態良し

・屋根赤ペンキ塗装

・枠下部、ｱｸﾘﾙ窓の埃清掃

・取っ手、レールのビス抜け補修

・青屋根へ交換(油性塗料)

2025年度 生涯学習掲示板　メンテ作業一覧（10/24第一次、12/18第二次）
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2025(令和 7)年度 生涯学習けいじばん利用件数 
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（2-3）「生涯学習けいじばん」の今後 

下記の参考のように、生涯学習けいじばんは 2002 年に富士見公園と駅前プ

ラザの二か所に最初に設置されて以来、2012年には初期掲示板 6基を全て新規

に更新し、以降逐次 4 基を新設追加して、現在の合計 10 基になっています。

近年の掲示板保守では、初期掲示板 6基を中心に風雨による木材の劣化も顕著

になっています。 

今後、劣化が進んだ場合には、新設するのではなく掲示板の廃止も視野に検

討していきます。その際、市民の会の体制を踏まえつつ、設置場所での PR 効

果なども勘案していく必要があります。 

 

 

＜参考＞生涯学習けいじばんの歴史 

【初期掲示板（No.1～No.6）】2002年から 2011年まで運用 

（広報誌 people2000－2004より）2002年から 2004 年に 2基ずつ、合計 6基（No.1

～No.6）を新設。すなわち、2002 年は<No.1>富士見公園と<No.2>駅前プラザ、2003

年は<No.3>新しきを知る公園と<No.4>アミーゴ、2004 年は<No.5>旧さくら公園（現

藤沢中央公園）と<No.6>金子駅前の 6基に当たります。 

製作協力：松井恵子／岡村千恵（トールペイント、看板文字等）、増岡達也（墨書）、

入間おやこ劇場（絵画）、組み木の会（組み木）、入間向陽高校陶芸部（タイル）、ミ

ラクルステンドサークル（ステンドグラス）、入間遊び場づくり協会（製作/設置）、

サイドウッド（製作/設置） 

（2005 年度報告 情報部会より）掲示板については現掲示板の活用充実を図るこ

とに重点をおくこととし、今年度新設は考えないこととします。 

 

【第二期掲示板（No.1～No.6）】初期掲示板の更新、2012 年～現在まで運用 

（2012/3/20 生涯楽習通信（第 10 号）より）掲示板修理のお知らせ：市民活動団

体等が開催する自主イベントの PRの場として、ご活用いただいている掲示板（市内

6 か所に設置）の老朽化が目立っていたため点検を行ったところ、全６個所におい

てリニューアルすることになりました。つきましては、修理のため 3 月下旬より４

月末まで掲示板が利用できなくなります。 

（2012/7/15 生涯楽習通信（第 11 号）より）長年にわたって市内６箇所で情報を

提供してきた生涯学習けいじばんに劣化が進んできました。市民の会では一昨年に

会員の手で修理を施し、昨年も同様の修理を行う予定でしたが、劣化の進行が予想

以上に進んでおり、修理では安全が確保できない状況になっていました。 

そこで、市民の会としては西武地区在住の桑原さんに依頼し、全ての掲示板を新

調しました。桑原さんは、技術系のサラリーマン生活の後、地元の名産『西川材』

を利用した木工の勉強に取り組み、現在は飯能市で工房を経営するかたわら入間・

飯能両市での市民活動にも参加しています。今回は使いやすい掲示面、安全な構造、 
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そして『西川材』の地産地消という注文に応えて見事な作品（掲示板）を作製して

くれました。 

 

【第三期掲示板（No.7～No.10）】増設 4基、2014年～現在まで運用 

（2012 年度活動報告より）今年度２基新規に設置し、未設置だった宮寺・二本木

地区へ設置＜No.7 No.8＞。 

（2014 年度 活動報告より）市内にけいじばんは８基あるが、スポーツ関係者の

目に触れるよう体育館敷地内に１基、また子育て中の方たちの目にも触れるよう児

童センター敷地内に１基、計２基を増設。 

 

（３）ホームページ/SNS による広報活動 

「いるまなびとサイト」（https://irumanabito.net/）

はこれまで同様に、生涯学習情報のネット発信の場とし

て活用しています。9月に受講生募集を行ったまちの先生

講座では、講座の企画 34件の詳細情報（シラバス）を掲

載して、受講希望者への利便を図りました。（右 QRコー

ド） 

12月の生涯学習フェスティバルでは、例年通りにフェスティバルのページを

立上げ、インスタグラムおよびフェースブックと併用してイベント内容の告知

を行いました。フェス終了後には、フェスの様子をビデオ編集して YouTube公

開しました。 

 

さらに、主婦層や年齢層の若いスマホ世代をターゲットとして、ソーシャル

ネットワーク型（SNS）の新たな情報発信としてインスタグラムによる情報の発

信を行い、まちの先生講座のお知らせや生涯学習フェスティバルのイベント紹

介を告知しました。 

 

（４）メルマガ（いるまなびと登録） 

いるまなびと登録の促進は本年度も継続して実施し、郵便登録者（311 名）、

メール登録者（309名）合わせて 620名となりました。以下に、登録者数の経

過を示します。伸び率を見るとメール登録の伸びが大きくなっています。特に、

まちの先生講座の受講生募集の際、郵便告知およびメルマガで募集チラシを登

録者に送りました。その効果もあって、講座受講生のアンケートでは、いるま

なびと登録済の受講生が 56%と半数を超える状況に達しています。 
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郵便登録者（311名）、メール登録者（309名）合わせて 620名！ 

＜図 いるまなびと登録数の年度推移＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座出席の受講生の 56%がいるまなびと登録済み 

＜図 受講生アンケート＞ 

 

（５）情報誌「生涯楽習通信」の発行（年１回） 

Vol.28を令和 7年 3月に「生涯楽習通信」発行しました。2025 年の市民の会

30周年の記念ページ紹介をトップとして、14年目のまちの先生講座の実施報告

および、第 30回いるま生涯学習フェスティバルの状況を掲載しました。 

 

（６）市民の会発足 30 周年記念文集の編集 

1995年 5月に発足した私たち市民の会は本年 2025年 5月に満 30年を迎えま

した。この 30周年を記念して市民の会に関わる市民委員および事務局職員、更

には生フェス実行委員などを対象に、市民の生涯学習支援の活動を振り返る「記

念文集」を編集することとしました。（5月定例会） 

具体的には、いるまなびとサイトの 30周年記念ページに「30

周年記念文集コーナー」を設けて、投稿原稿を掲載しました。 

市民の会や事務局の OB／OG や関係者に声掛けを行った結

果、以下 18 名から原稿が寄せられました。（「30 周年記念文

集コーナー」は右の QRコードでアクセスできます） 
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⚫ 第 30回生涯学習フェスティバル開催に寄せて／鈴木正敏 

⚫ 出会いと創造の場に感謝／山尾聖子 

⚫ 入間市が「寝る場所」から「住む場所」へ ～ 市民の会での学びとつながり ～

／幸森康夫 

⚫ 生フェス実行委員を長年務めて／津久井浩一 

⚫ 市民の会と私の 30年／今井文香 

⚫ 市民の会の思い出／杉山若江 

⚫ 市民の会との出会いから始まりました／岩崎廣司 

⚫ 着ぐるみの中には誰もいません／林田匡平 

⚫ 市民の声を行政に活かす力に／松永輝義 

⚫ 「入間市生涯学習けいじばん」との出会いから今日まで／桑原良博 

⚫ 生涯学習委員としての私の二十年／室山茂子 

⚫ 生涯学習けいじばんと私／佐藤 享 

⚫ 市民の会に 16 年間在籍して／岡崎幸子 

⚫ 生涯学習の神髄は興味あることへ末永く取組むことにあると覚えたり 

／多田外志 

⚫ 老人の特効薬『生涯学習』／小暮欽作 

⚫ 祝 市民の会 30 周年！／関谷敦子 

⚫ 入会した当時の思い出／渡部直也 

⚫ フェス実行委員として私が学んだこと／山増智子 

 

＊総 括 

今年度の事業は計画通りに実施できました。加えて、市民の会の発足 30 周年イ

ベントとして記念文集の編集／サイト掲載を完了しました。 

市民の会の 30 年間に亘る活動を経た現在、市民の会が掲げる「市民の生涯学習

を支援する活動」も環境のパラダイムシフトに応じて新たに考え直す必要がありそ

うです。例えば、生涯学習情報の広報も、これまでのようなチラシやポスターを準

備／配布／掲示する形態ではなく、市民の持つスマホを媒体として、市民がスマホ

のアプリで必要とする生涯学習情報を自らが探し出せる形態が望ましいかもしれ

ません。今後は、この辺りを柔軟に検討していく予定です。 
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＜生涯学習フェスティバル部会＞  

部 会 長：山増     

部会委員：幸森、関谷、吉田、米川、渡部 

 

＊活動目標 

・市民と行政の協働による生涯学習フェスティバルの事業企画立案、当日運営 

 

＊事業内容 

・実行委員会への参画と、それを通じた企画ほか運営に関する当会の意見反映 

・より新たな生涯学習フェスティバルとするための具体的提言立案への取組み 

・生涯学習フェスティバル運営やその他に関する主催団体としての方針の立案 

  

＊活動内容 

（１）第 30回いるま生涯学習フェスティバル「いるまなびとフェス」 

※入間市の地域で仲間と学ぶ市民『いるまなびと』の成果発表と交流の場を通して、いるまな

びとを増やしていく。（いるまなびと、とは地域で仲間と学ぶ市民を表すことば。『いるま』『ま

なび』『ナビゲーション』『ひと』を合わせた造語。） 

 

① 開催概要 

・日時：令和 7年 12 月 14日（日） 10：00～15：00 

・会場：入間市市民活動センター イルミン 

・参加団体：24団体  

・来場者数：延べ約 300人 

 ・実行委員長：山増（市民の会）/副実行委員長：松岡（行政職員） 

・実行委員：市民の会 6名、公募 1名、行政職員：10名、事務局 5名 

 

② 実行委員会実施状況：6回（8/7・9/9・10/16・11/12・11/28・2/4） 

行政職員の実行委員と市民の会のメンバーで、日頃の仕事以外のことを市民と

話ながら作り上げていく協働体験の場である。 

 

③ フェスティバル実施内容 

A）実行委員会企画 

・もしもの防災 

・やさしい日本語で防災かるた 

・合言葉でポップコーンプレゼント 
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B）展示会場 

3F 活動室 1 

（11団体） 

児童センターボランティア会・宇野藍子・フードバンクいるま・おはな

し円・男声合唱団白月・Le Vent de terre・tea time コーラス・いる

ま見どころの会・生活クラブ・まちサポ・市民の会  

〇コーラスや各団体の展示を実施。オープンスペースゆえの騒音もあっ

たが、活気ある交流の場となった。 

3F 活動室 2 

（2団体） 

実行委員会・徳永由佳（市国際交流協会）  

〇防災設問への回答コーナーや、やさしい日本語を通じた防災理解を実

施。 

3F 活動室 3 

（3団体） 

地域保健課・元気が出る未来ネット・明治安田生命  

〇e スポーツ（太鼓の達人）や血管年齢測定など、世代を超えて健康づ

くりを楽しんだ。 

3F 活動室 4 

（2団体） 

アドバンスカラーセラピー・いるまメンターの会  

〇カラーセラピー等を用い、思いを可視化するコミュニケーションを実

施。 

2F 会議室 

（2団体） 

こども劇場いるま・ドラマフェスタ実行委員会  

〇「かすかな光へ」ドキュメンタリー映画の上映や、市民ミュージカル

の映像公開を実施。 

1F ロビー 

（1団体） 

実行委員会 

〇オープニングではデコうちわによる団体 PR、エンディングでは合唱、

合言葉でポップコーン企画を実施。 

屋外 

（5団体） 

ペルーのお店・ブラジレイラ・ムグンファ・サンケバブ・生活クラブ  

〇多国籍な屋台が出店。雨天・寒冷の中、温かい料理が好評。 

 

④ 【ふりかえり】抜粋 

・各階ごとの案内やタイムスケジュールの表示が必要だった。 

・部屋の使い方を考える。（暗転が必要、音の出るもの、団体同士のスペースなど） 

・来場者数は激減したが、ゆっくりと交流がはかれた。 

・オープニングの団体紹介は好評でした。 

・広報が遅かった。 

 

＊総 括 

 30 回を迎えて、開催形態を変え「コンパクトに！」と、会場をイルミンに変更し

たことでふらっと来る来場者でなくわざわざ来るという立地なので、参加団体も減り、

来場者数も減りました。実行委員会では、各公民館の紹介、対象者を絞る、PR も戦

略的に考えたらと意見が出ました。今後、市民の会では、「生涯学習フェスティバル」

で「何ができるか」「これだけは譲れない」「誰かに会える」など様々な視点で考え

る必要性を感じています。 
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＜視察研修部会＞  

部 会 長：幸森  

部 会 委 員：関谷、山増、吉田、米川、渡部 

 

＊活動目標 

・生涯学習先進地の視察 

 

＊事業内容 

・入間市の生涯学習事業発展のための先進地視察 

 

＊活動内容１ 

（１）視察概要 

視察日時：令和 8年 2月 18日（水）10時 30分～15時 00分 

視 察 先：神奈川県大和市 生涯学習センター（文化創造拠点シリウス内） 

             市民活動センター（市民活動拠点ベテルギウス内） 

視察目的：「学び」と「市民活動」が融合したまちづくりを推進している神奈川

県大和市における、文化創造拠点シリウス内の生涯学習センターと市

民活動拠点ベテルギウス内の市民活動センター双方の運営状況を視

察することで、入間市における生涯学習の推進や地域課題の解決並び

に地域活性化のためのヒントを探ることを目的とする。 

 

参 加 者：山増智子、関谷敦子、米川好子、渡部直也、幸森康夫 

社会教育課：奥村芳人（全 6名） 

 

内  容：生涯学習センターでは、こちらより事前に質問事項を送付していたの

で、その内容に沿って説明を受けた。その上で再質問等を行いながら

進められた。（説明者：共同事業体「やまとみらい」） 

一方、市民活動センターでは、事前に送付した質問事項については、

回答をすべてペーパーに記載しているので、全体を概略説明し詳細

は帰ってから読んで欲しいと言われ、センター全般の業務について、

説明があった。（説明者：市民団体「拠点やまと」、同席：大和市

つながり推進課) 

 

（２）会議概要 

１）生涯学習センター（10:30～12:00) 

①都市全体の説明：指定管理者の紹介や都市及びシリウスについての概略説

明があった。 
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②事前質問に対する説明：  

       ア、生涯学習ネットワーク制度について 

・センターとこの制度の関りについては、センターで登録している講師を

受講者に紹介するのみである。 

・１回の講座：1～4 人程度、2 時間/回、受講料 2,000 円/1 回と決められ

ている。 

・講師と受講者が協議しながら、講座の日程、場所、時間等を決める。 

・講座終了後は、報告書の提出や双方からアンケートを徴収している。 

・講座終了後、サークル化や市民同士がつながるようなケースはない。ま

た、この制度そのものも余り活用されていない。 

・講師陣は約 100名登録されているが、講座開講は 10件くらいである。 

・この制度は、受講料が安いことやオファーが少ないとの理由から、講師

の人数は減少傾向にある。 

・講師陣の中には横のつながりを求める者もいる。 

・この制度以外に市が募集する講座が 1回/週あるが、受講者は 50人程度

である。 

      イ、生涯学習センター祭りについて 

・まつりへの参加団体数は、例年同じくらいの団体が参加している。 

・まつりの実行委員会は、例年 3つの部会で構成されている。 

・生涯学習センターまつりはシリウスでの祭りであり、他の４館において

も同様な祭りを実施している。 

・生涯学習センターまつりの来館者は 2日間で 2,000人くらい、出展者や

その関係者が多く参加している。 

・まつり用のチラシ印刷等は、指定管理者であるセンターが費用を出して

いる。 

・登録団体や出展団体の減少が課題となっている。 

      ウ、実施事業について 

・センターで実施する講座のテーマや講師は、市からの委託仕様書に基づ

き実施している。 

・市民のニーズなどはアンケートにより調査している。 

・市民委員会などで講座を作り上げ、リカレント教育につなげている。 

・ＳＮＳを活用した広報活動を行っているが、その効果はあまりないので

はないかと感じている。 

・チラシによる広報も行うが、センターからは 500枚までしか支援してい

ない。 

・メルマガを１回/月発行しているが、効果は若手を中心に増加している。 

・センターの広報はオンライン以外にもチラシ等の作成やパンフなどによ

り行っている。シリウスは図書館としての知名度は高いが、生涯学習セ 
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ンターとしては、知名度が非常に低い。 

・講座事業等による参加者は 60～80 代がほとんどである。 

      エ、センター運営について 

・指定管理者が民間企業であることのメリット：公務員ではない、中途採

用が容易、人事異動がない、経験値が上がる、愛が生まれる。 

・デメリット：広報内容を市報に掲載されない、自治会や学校へも依頼で

きない、民間人であり法律に馴染みが薄い。 

・業務に従事して良かった点は、「腰を据えて仕事に従事できること」。

大変な点は「利用者との接客対応（公務員と思われがち）」 

・センターへのアクセス不便な人や高齢者への対応は、サテライトを設置

しての対応やオンラインによる対応等を実施している。 

・子供広場との提携などにより、子育て世代に向けた学習の場を提供して

いる。 

・センターには、子供預かり場所も設置されている。 

・市内には使用料の安いコミュニティーセンターが 20 か所あるが、当セ

ンターとは全く別物である。内容については不明である。 

      オ、生涯学習推進について（一部生涯学習プランより） 

・この項目については、やまとみらいは民間団体であることから、回答困

難ということで、以上をもって会議を終了することとなった。 

 

③シリウスの各階について説明を受ける 

・６Ｆ「仲間と集学生涯学習センター」：市民交流スペース、講習室、調

理実習室、各種会議室、印刷室等 

・５Ｆ「調べて学ぶ図書館」：レファレンスカウンター、地域資料コーナ

ー、情報検索コーナー、点字図書室、対面朗読室等 

・４Ｆ「くつろぎながら本に親しむ健康都市図書館」：健康コーナー・健

康テラス、ティーンズコーナー、漫画・新聞・雑誌コーナー等 

・３Ｆ「思い切り遊んで学ぶ大和こどもの国」：ちびっこ広場、げんきっ

こ広場、こども図書館、おはなしの部屋、相談室、保育室、こどもシア

ターブース、赤ちゃんの駅等 

・２Ｆ「楽しく語り集う 市民交流のフロア」：市民交流ラウンジ、図書

館、コインロッカー、市役所大和連絡所、市イベント観光協会等 

・１Ｆ「感動が生まれる 感性と創造の場」：1007 席あるメインホール、

272 席のサブスタジオ、ギャラリー、図書館、授乳室、カフェ、放送ス

タジオ、総合案内等 

 

２）市民活動センター(13:15～15:00) 

①事前質問に対する説明：  
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・センター運営等は➜行政提案型“協働事業”として市民団体「拠点やま 

と」と大和市「つながり推進課」(旧市民活動課)が「大和市民活動セン

ター管理運営事業」を行っている。 

・センター運営に係る役割分担は➜市は市民活動推進のための補助金の確

保、団体への支援、市民へのガイダンス実施。拠点やまとは市民活動推

進のための実務労働、市民活動ブース(50部屋)の開放や使用料金徴収業

務、人件費計算支払やハローワーク等への対応、光熱費等の支払い等。 

・センター運営に係る問題、課題は➜当初から会長を含め常勤者が居ない

(予算枠がとれない)2人勤務•時給体制です。方や市側とは職員異動を伴

う体制ギャップを生じ、継続的な後継者育成が難しい。行政提案型協働

事業として市側公募に応募する団体との引き継ぎを考えている。あと 1

年内での期間で実際にできるかどうか検討中。対策の難しい“高齢化”は

深刻な問題です。若者にも“魅力ある職場”を目指しますが、正直予算枠

もおぼつかない現状です。 

・登録条件を生涯学習系と市民活動系に区分する上での問題は➜基本は趣

味的な活動と公共性のある活動に区分しているが、線引きが難しい。趣

味的団体においても、団体やサークルの枠外も取り入れたり公開パフォ

ーマンス等を行い市民活動系への変更等を行って施設利用を可能にし

ている。 

・登録団体の状況や会員の状況は➜登録団体数は 160前後で推移。移転前

(大和駅南側)の 250 を超える様な傾向ではない。会員数も減少し高齢化

も著しい。自治会•老人会等の役員不足(特に会計役の人材不足) が生じ

ている。 

・新規団体の登録状況は➜個人登録は増える傾向にあるが全体的にあまり

変化は見られない。会館(旧図書館)の特性上、大声や音の出す団体や演

奏団体は受け付け不可。他の会館へ移っている。 

・新規団体設立に向けた事業の展開は➜個人相談、活動相談などの相談窓

口を設置。新規事業の活動ＰＲや チラシ・広告作成等の相談にのって

いる。また大和市民活動センターFM やまと〜やまとっこ☆みつけた〜に

出演してＰＲするのを支援。 

・定年延長に伴う市民活動への影響は➜ここが“就職先”と見ている人は

居ない様ですので、定年延長が話題にはなっていない。 

・40 代〜60 代への市民活動推進は➜40 代〜60 代への声掛けは 市民活動

のイベントや市での“まつり行事”などで行っている程度。興味ある人 

は向うから声を掛けてくるようで、ボランティア希望の方々の受付、団

体とのつながり、そして 大和市民活動センターへのサポーター登録も

やっています。毎月の広報紙「あの手この手」への連載などもサポータ

ーの投稿で埋めています。 
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②「大和市民活動センター管理運営事業」について、パワーポイントで説明。 

 ・センターで行っている事業内容、窓口業務、広報活動等 

 ・センター利用状況について、件数・時間・人数、使用頻度等 

 ・情報発信方法等について、月刊誌・チラシ・ＳＮＳ 

 ・その他全ての業務に対する成果や労働時間等もシステムにより連携させ

て数値化している、と言った説明があった。 

 

＊活動内容 2 

（1）所沢市との情報交換会：所沢市民会議より情報交換会開催の要請あり 

日  時：令和 7年 6月 30日（月）14時 00分～15時 00分 

会議場所：所沢市生涯学習センター2階 

開催目的：所沢では活動がややマンネリ化しており、刷新の必要性を痛感してい

る。そのために近隣市の経験に学ぶことも必要かと思い、入間での取

り組みも参考にしたい。特に、ネット活用の活動スタイルが我々に欠

けているとの実感があり、オンラインでのフェスティバルなど先進的

な取り組みをされる入間の経験を聞くなどして、互いに情報交換する

ことを目的とする。 

参 加 者：所沢/川地氏、越坂部氏、久保氏、鈴木氏、事務局/富田氏 

入間/山増智子、渡部直也、事務局/牧野尚人      

内  容：双方の事業活動の違いなどについて話し合いながら今後どのように取

り組むべきかのヒントを探りあった。 

 

（2）両団体の概要について 

所沢市（人口 約 34 万人） 入間市（人口 約 14 万人） 

メンバー：団体委員１４団体・個人委員２４名 

幽霊委員や高齢化が進んでいる 

活動資金：約 90 万＋α 

拠点：生涯学習センター 

メンバー：6 名・協力委員 

 

活動資金：52 万 

拠点：なし 

活動： 

・「名人・達人にきく会」毎月開催（10 年目）市内在住の

方に体験談を聞く 

・「ところ学」（語り部養成講座）年 1 回開催、歴史、文化、

自然を伝承する活動 

・まちづくりフォーラム 学びを通じたまちづくりを議論

するイベント（年 1 回・11 年目） 

・広報活動 HP・会報誌（年 2～3 回発行）、 

・フェスはやっていない 

活動 

・企画講座部会：まちの先生講座（13 年目） 

・広報部会：学びの場、けいじばん、通信、サイ

ト 

・生フェス部会：フェス 30 回目 

・視察研修部会：年 1 回視察 

課題： 

メンバーの高齢化・企画イベント等の参加者減少・所沢に

こだわる活動の限界・ＩT 活用の遅れ、環境整備不足 

課題： 

メンバーの高齢化・担い手捜し 
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（3）今後について 

所沢の団体委員の中には大学生等がいて、学生が授業の一環で YouTube で

の活動記録作成に協力。HPや会報誌「自遊学」は会員である市内の僧侶が担

当。「ところ学」は語り部を増やすための養成はするが実践が少ないので、

レパートリーを増やしたいとの悩みあり。今後は所沢の「名人・達人にきく

会」と入間の「まちの先生講座」の『コラボが出来るといいですね』と交流

を深めてきた。 

 

＊総 括：  

大和市の視察においては、文化創造拠点シリウス 6階の生涯学習センターと市

民活動拠点ベテルギウス内の市民活動センターを視察したが、何れも学習室や会

議室、また団体への貸室等の施設が十分に確保されていた。 

生涯学習センターでは、シリウス全体が図書室になっており、かつ子供の遊び

場もあって子供から大人までが集まれる仕掛けのある施設であることから、沢山

の来場者があり、生涯学習の情報発信も効果的に行えていた。 

また事業の展開は市からの委託により事業体が実施しており、仕様書に基づき

市民の活動を強力にバックアップする体制であった。市民による市民のための生

涯学習の実践は今や高齢化と人口減少の波を受けている。この衰退現象を止める

には、大和市の事業体のような支援体制が効果的ではないだろうかと考えさせら

れた視察であった。 
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３. 収支決算 

（１）収支決算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

令和 8年 3月 31日現在 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協力委員 

岡野 こずえ  岡野 亘   栗原 正明 

桑原 良博     小暮 欽作  指田 博行 

佐藤 享    須崎 隆司  人見 友章 

青地 覧子 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関谷 敦子 

渡部 直也 

吉田 澄枝 

幸森 康夫 

山増 智子 

米川 好子 

問い合わせ先 

入間市生涯学習をすすめる市民の会事務局 

（入間市教育委員会  社会教育課） 

 

〒 358-8511 

       入間市豊岡 1－16－1 

       ℡ 04－2964－1111  内線 4121・4132 

 


